
平成１２年度試験研究成果（案）

区 分 指導 題 名 交雑三眠蚕を利用した細繊度繭糸素材の生産技術

〔要約〕四眠蚕品種「日２０２号」と三眠蚕品種「四川金黄」「べん陽」「長城」「ＯＫ
３９」の交雑三眠蚕を用いた和・洋装高級織物向け細繊度生糸の生産について、蚕種生産
～生糸製造までの一連の生産技術を組み立てた。

キーワード 三眠蚕 細繊度 園芸畑作部 蚕桑技術研究室

１．背景とねらい
生活様式の変化とそれに呼応した安価な生糸、絹糸、絹織物等の二次製品の輸入拡大
や和装人口の減少などにより絹の需要に占める国内産繭を原料とした生糸のシェアが低
下している。この傾向は今後も続くものと思われ、加えて呉服業界の不振、絹関連製造
業界の脆弱化が進むなど従来の繭生産を取り巻く経済的な環境は極めて深刻な状況にな
っている。このような状況下で繭生産を継続するには、従来の全国一律の繭・生糸生産
とは異なる、原料段階からの差別化による新たな製品開発、流通ルートの構築により高
価格での取引が可能な新たな繭糸素材・加工製品の生産に向けた取り組みが必要である。

２．技術の内容
(1) 交雑種の製造
ア 使用品種（原種）：四眠蚕品種「日２０２号」、三眠蚕品種「四川金黄」「べん
陽」「長城」「ＯＫ３９」
イ 飼育の要点：羽化時期を揃えて交配するため、孵化幼虫の飼育開始日を「日２０
２号」より「四川金黄」は11日、「べん陽」「長城」は12日、「ＯＫ３９」は10日
遅くする。全齢桑葉育を行う。
ウ 三眠蚕の飼育標準（1,000頭当たり）

四川金黄 べん陽 長城 ＯＫ３９
１、２齢給桑量 （普通蚕品種に準ずる）
３齢給桑量 1,900ｇ 1,900ｇ 1,850ｇ 2,050ｇ
４齢給桑量（春） 16.9㎏ 16.9㎏ 15.8㎏ 20.3㎏
〃 （初秋） 11.4㎏ 11.4㎏ 10.7㎏ 13.7㎏

注）温湿度管理は普通蚕飼育に準ずる。上蔟には千年蔟を用いる。

(2) 交雑三眠蚕の飼育標準（２万頭当たり）

日順 時刻 給桑量 備 考 日順 春蚕期 初秋蚕期齢 齢
給桑量 給桑量

１ ＡＭ 2,400 （３齢温湿度管理は １ 条桑 41㎏ 条桑 28㎏
ＰＭ 3,400 普通蚕に準ずる） ２ 62 42

２ ＡＭ 4,400 入 ３ 72 49網
ＰＭ 4,400 ４ 93 63Ⅲ Ⅳ

３ ＡＭ 5,000 沙 ５ 113 77除
ＰＭ 5,000 ６ 113 77

４ ＡＭ 5,000 網入 ７ 103 70
ＡＭ 四眠蚕を除く ８ 31 21除沙し
ＰＭ 5,000 合計 630 427

４齢温湿度管理は普通蚕５齢に準じ、５ ＡＭ 5,000 （催眠）
蚕座面積は普通蚕５齢の70％とするＰＭ 就眠後石灰散布

(3) 交雑三眠蚕繭の繰糸方法
煮繭時間を10分前後とし、繭の状況（繭糸のほぐれ具合、糸故障の発生状況等）に
応じて100～ 150ｍ／分の範囲の速度で繰糸することにより、小節が少なく品種固有の
色彩を維持した14デニールの細繊度生糸を製造できる。（Ｈ10研究成果－研究）

３. 指導上の留意事項
(1) ２デニール内外の繊度を維持するため、４齢期の給桑量は標準量を遵守する。
(2) 本交雑三眠蚕の特徴の一つである高い解じょ率を維持するため、上蔟中の環境制御に
は十分配慮すること。
(3) 県内外からの繭、糸の需用に応じて計画的に生産すること。

４．技術の適応地帯
全域

５. 当該事項に係る試験研究課題
〔生物機能活用－１〕－１－(２)－ア－(ｱ) 高価格繭糸の需要動向調査、特徴ある蚕品

種の収集及び特殊用途繭糸の試作
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７.試験成績の概要

表1 交雑三眠蚕の飼育成績と繭質、繰糸成績（'00 春蚕期）

供試 三眠期除 上繭 箱当たり飼育日数（日．時間）
区№ 頭数 外四眠蚕 収量 上繭収量蚕品種（飼育農家）

（頭） （頭） ４齢 全齢 （㎏） （㎏）

１ ＯＫ39×日202号 14,714 118 ７．23 22． 04 15.4 20.8
２ 日202号×ＯＫ39 11,294 134 ７．23 22． 04 10.7 18.9
３ 日202号×べん陽 3,759 75 ６．19 21． 02 3.7 19.8
４ 日202号×長城 4,059 － ７．01 21． 01 4.0 19.9

５ 日202号×四川金黄 4,063 198 ７．02 21． 02 4.0 19.6
６ 〃 （前沢町Ｏ農家） 10,801 533 ８．00 22． 07 11.5 21.3
７ 〃 （ 〃 Ｈ農家） 24,616 557 ８．00 22． 07 24.8 20.1
８ 〃 （ 〃 Ｚ農家） 10,501 326 ８．00 22． 07 12.7 24.2
９ 〃 （ 〃 Ｓ農家） 10,847 348 ８．00 22． 07 11.2 20.7

区№ 繭重 繭層重 繭層歩合 生糸量 繭格 解じょ率 繭糸長 繭糸繊度 小節
（ｇ） （cg） （％） 歩 合 （格） （％） （ｍ） （ｄ）（点）

（％）

１ 1.15 22.8 19.8 16.54 5A 90 997 1.77 98.5
２ 1.16 22.6 19.5 16.42 5A 93 936 1.76 98.5
３ 1.16 18.7 16.1 13.07 5A 96 636 2.15 97.5
４ 1.17 20.5 17.5 14.33 5A 88 724 2.05 98.0

５ 1.20 20.0 16.7 14.01 5A 95 760 1.93 92.5
６ 1.21 20.5 16.9 14.19 5A 93 720 2.15 96.5
７ 1.21 18.9 15.6 12.84 5A 94 632 2.18 97.0
８ 1.35 22.4 16.6 13.74 5A 96 747 2.23 98.0
９ 1.25 21.4 17.1 13.52 5A 95 707 2.14 96.0

注）供試蚕は１～３齢を研究センターで飼育し、農家では４齢期以降の飼育、上蔟管理を実
施。

表２交雑三眠蚕の飼育成績と繭質、繰糸成績（'00 初秋蚕期）

供試 三眠期除 上繭 箱当たり飼育日数（日．時間）
区№ 頭数 外四眠蚕 収量 上繭収量蚕品種（飼育農家）

（箱） （頭） ４齢 全齢 （㎏） （㎏）

１ 日202号×四川金黄 1.5 942 ７．00 21． 00 23.6 15.7
２ 〃（大東町Ｔ農家） 6.5 欠調 ６．00 20． 00 95.3 14.7
３ 〃（前沢町Ｏ農家） 0.5 欠調 ６．00 20． 00 8.3 16.6
４ 〃（ 〃 Ｈ農家） 1.0 欠調 ６．00 20． 00 14.5 14.5

区№ 繭重 繭層重 繭層歩合 生糸量 繭格 解じょ率 繭糸長 繭糸繊度 小節
（ｇ） （cg） （％） 歩 合 （格） （％） （ｍ） （ｄ）（点）

（％）

１ 1.10 17.1 15.5 12.62 5A 95 604 2.07 98.5
２ 1.32 22.2 16.8 13.31 5A 87 704 2.25 98.0
３ 1.22 19.4 15.9 13.02 5A 94 702 2.05 98.0
４ 1.15 17.3 15.0 11.87 4A 84 559 2.19 97.5

注）供試蚕は１，２齢を研究センターで飼育し、農家では３齢期以降の飼育、上蔟管理を
実施。
Ｈ農家の繭は破風抜け気味であった。


